
別紙２ 

平成 26 年度重要給水施設管路の耐震化に係る調査結果について 

 
図-1 人口規模別耐震適合性を有する管の割合(導水管) 

 

 
図-2 人口規模別耐震適合性を有する管の割合(送水管) 
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図-3 人口規模別耐震適合性を有する管の割合(配水本管) 

 

 

図-4 人口規模別耐震適合性を有する管の割合(基幹管路合計) 
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都道府県別

耐震適合性を有する基幹管路割合

図-5 都道府県別耐震適合性を有する管の割合(基幹管路合計) 

 


